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＜授業実践４＞「描写を工夫して小説を書こう」（文学国語 第２学年 ２学期） 

 

１ 実践にいたる背景 

 学習指導要領の改訂に伴い，選択科目「文学国語」が設定される。本実践では，共通必履修科目「言

語文化」との違いに焦点を当て，「文学国語」における「書くこと」の指導の一例を示す。 

 「書くこと」の指導事項として，「言語文化」では「自分の体験や思い」に基づいて書くことを挙げて

いるが，「文学国語」では「読み手の関心が得られるよう，文章の構成や展開を工夫すること」や「文体

の特徴や修辞の働きなどを考慮して，読み手を引き付ける独創的な文章になるよう工夫すること」など，

「読み手」を意識して創作することを挙げている。創作において表現を工夫することは，表現を読み味

わう観点に結び付き，文学的な文章の理解を深めることにつながる。そこで今回は，「言語文化」の発展

として，「読み手」を意識して「創造的」な文章を書く単元で授業を実践した。 

 

２ 指導目標 

(1) 単元の目標（下線部：関連する学習指導要領の指導事項） 

・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙

を豊かにすること。（〔知識及び技能〕(1)イ） 

・文体の特徴や修辞の働きなどを考慮して，読み手を引き付ける独創的な文章になるよう工夫するこ

と。（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ書くこと(1)ウ） 

(2) 言語活動 

ア 言語活動 

自由に発想したり評論を参考にしたりして，小説や詩歌などを創作し，批評し合う活動。（Ａ書くこと

(2)ア） 

イ 言語活動のねらい 

小説の創作において，主に情景・行動描写を工夫させる。他者の提案を受けた上で，最も効果的な表

現を選択させることにより，一つの場面にもさまざまな表現の可能性があり，表現の工夫によって読み

手を引き付ける独創的な文章となることを実感させたい。 

(3) 教材 

ア 教材（出典） 

諏訪哲史「市民薄暮」（諏訪哲史『領土』2011 新潮社）※『あいち文学散歩』所収 

イ 教材観 

「市民薄暮」は，青年である「わたし」の前に，母親が 16 歳の女生徒として現れ，「一宮七夕祭り」

に誘い合う場面を描いている。本単元ではこの構造を用い，〈「わたし」が時空を超えて「ある人」と出

会い，その意外な一面を知る〉物語を創作させる。 

(4) 主体的・対話的で深い学びの工夫 

登場人物「ある人」を個々に選定し取材することにより，生徒の創作意欲を高めたい。また，既習の

小説を参考にしたり，グループカンファレンスで他者の語感・語彙に触れながら協働で表現を工夫した

りすることによって，読み手を引き付ける独創的な文章を工夫させたい。これらの学習活動を通して，

主に「読むこと」として学習してきた文学的な文章を「書くこと」の視点で捉え直させ，両者を関連付

けた深い学びへと導きたい。 
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３ 評価 

(1) 単元の具体的な評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現（書く能力） 主体的に学習に取り組む態度 

情景や心情を適切な語句や表

現を用いて表し，その効果を考

えることを通して，語感を磨

き，語彙を豊かにしている。 

書くことにおいて，読み手を引き

付ける独創的な文章になるよう工

夫している。 

読み手を引き付ける独創的な

文章になるよう粘り強く工夫

し，読むことでの学びを生か

して，小説を創作している。 

(2)  評価方法 

ア 知識・技能 

創作小説最終稿において，情景や心情を表す語句や表現を，適切に語感を意識して用いているかを，

「ワークシート４」の描写文を用いて評価する。 

イ 思考・判断・表現（書く能力） 

創作小説最終稿の「最も工夫した描写部分」において，表現意図をもって表現を工夫しているかを，

「ワークシート４」の修正箇所と「ワークシート８」の表現意図の説明を用いて評価する。 

 評価Ａ 評価Ｂ 評価Ｃ 

小説における描写の効果

を考え表現意図をもって

表現を工夫している。 

小説における描写の効果

を考え，表現意図をもっ

て表現を工夫している。 

小説における描写の

効果を考え，表現して

いる。 

小説において描写

文を用いて表現し

ようとしている。 

ウ 主体的に学習に取り組む態度 

単元の概要を理解して自己の目標を立て，目標や学習の仕方を調整し続けながら，粘り強く学習に取

り組むことができたかを，「目標＆振り返りシート」と各ワークシートの記述を用いて評価する。 

 評価Ａ 評価Ｂ 評価Ｃ 

自己の目標や学習の仕方

を調整し続けながら，粘

り強く学習に取り組んで

いる。 

自己の目標や学習の仕方

を調整し続けながら，粘

り強く学習に取り組むこ

とができている。 

自己の目標や学習の

仕方を調整し続けな

がら，学習に取り組む

ことができている。 

自己の目標や学習の

仕方を調整しようと

している。 

 

 

４ 単元の指導計画（配当６時間） 

次
／
時
間 

学習活動 言語活動における指導上の留意点 

◇評価規準  ◆評価方法  

＊努力を要する状況と評価した 

生徒への支援の手だて 

第
１
次
（
１
時
間
） 

①単元目標を知り，個別

目標を立てる。 

②「市民薄暮」を参考に

〈「ある人」と時空を

超えて出会い，その人

の意外な一面を知る〉

小説を書く。 

①「知識及び技能」「書くこと」

の個別目標を立てさせる。 
②全体を構想した上で小説を書か

せる。 
・事前に「ある人」を選定し取材

させておく。 

 

◇主体的に学習に取り組む態度 

◆行動の観察，記述の確認  

 （「目標＆振り返りシート」） 

＊個別目標の例文を示す。 
＊個別に助言し，構想を明確に

させる。 
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次
／
時
間 

学習活動 言語活動における指導上の留意点 

◇評価規準  ◆評価方法  

＊努力を要する状況と評価した 

生徒への支援の手だて 

第
２
次
（
２
時
間
） 

①地の文の種類を確認し

小説の地の文を分類す

る。 

②個別目標を見直す。 

③４人でグループカンフ

ァレンスを行い，描写

を提案し合う。 

①「羅生門」を用いて情景・行動

描写の効果を確認させる。 

 
②地の文を分析し，自己の表現上

の課題を発見させる。 

③特に心情を描きたい場面につい

て，イメージマップを作成し，場

面を具体化させる。 

◇知識・技能，主体的に学習に

取り組む態度 

◆行動の観察，記述の確認  

（「目標＆振り返りシート」・

「ワークシート４」） 

＊表現したい心情を「ワークシ

ート３」で確認させる。 

第
３
次
（
３
時
間
） 

①表現を修正して作品を

完成させる。 
②工夫した描写部分の表

現意図を記述する。 

③単元全体の振り返りを

する。 

①表現意図にふさわしい表現を選

択させる。 

②最終稿の表現がふさわしいと考

えた理由を記述させる。 

③本単元での到達点と今後の目標

を記述させる。 

◇知識・技能，思考・判断・表

現，主体的に学習に取り組む

態度 

◆行動の観察，記述の確認  

（「目標＆振り返りシート」・

「ワークシート４・８」） 

 

５ 学習活動の実際  

 「市民薄暮」を参考とし，創作小説の枠組みを示したことで，時空

を超えた小説を構想させることができた。また，題材を取材させるこ

とにより，創作意欲を高めることができた。 

創作小説の課題を地の文に限定し，「説明」「行動描写」「人物描写」

「情景描写」「心理描写」に分類することによって，自己の表現上の課

題を確認させることができた。その後，グループカンファレンスで改

善案について話し合い，表現を工夫させた（写真１）。このことにより，

読み手の目線で自分の作品を見直し，表現を修正させることができ

た。 

 

６ 研究の成果と課題 

 生徒の小説の捉え方に変化が見られた。「自分で書いてみると，作者が，何をどんな気持ちを込めて書

いているのか，分かったような気がする」という感想には，作者側の視点を獲得する契機となったこと

がうかがえる。また，取材した人物について「今まで考えたこともなかったことを考えた」という感想

が多かった。取材に基づく創作が「心の機微を描き，日常の世界を見つめ直す」機会となり，「文学国語」

の目指す「感性・情緒の側面の力」の育成につながったと考えられる。 
 一方で，情景描写の多くは天候に終始し，平易な表現が多く，描写を比喩と混同している生徒もいた。

「語感を磨き，語彙を豊かに」する手だてとして，語彙集を提示したり，描写の工夫を段階別に示した

りする必要がある。さらに，構成や展開，視点なども工夫して創作を重ねると，「独創的で文学的な文章

を創作する」という「文学国語」の「書くこと」の目標を達成できるのではないかと考える。 
【参考文献】ナンシー・アトウェル著『イン・ザ・ミドル ナンシー・アトウェルの教室』2018 三省堂 

【写真１ グループカンファ

 レンスの様子】 
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      浜本純逸 監修『中学校・高等学校文学創作の学習指導 -実践史をふまえて-』2018 渓水社 



 

＜授業実践４＞資料１ 



＜授業実践４＞資料３



＜授業実践４＞資料４



＜授業実践４＞資料５



＜授業実践４＞資料６



＜授業実践４＞資料７


